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一
、
廿
二
日
越
州
府
中
へ
取
懸
、
諸
城
排
-
相
拘
候
一
一
来
崩
釧
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首
候

へ
者
.
相
残
城
悉
退
散
仕
候
事
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一
、
柴
田
越
州
北
庄
居
城
事
.
数
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、
三
千
計
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申
候
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修
理
亮
馬
百
騎
計
に
て
逃
入
候
事。

一
、
廿
三
日
不
日
一
息
檎
一
這
懸
、
惣
構
来
破
、
則
城
中
之
、
週
拾
間
拾
五

聞
こ
陣
捕
申
候
事
。

一
、
柴
悶
息
を
つ
が
せ
て
は
、
手
間
も
入
可
ν
市
中
候
か
と
秀
吉
存
、

日
本
之
治
此
時
候
之
保
.
兵
共
を
討
死
さ
せ
候
て
も
筑
前
不
魔
に

て
有
問
敷
と、

ふ
つ
っ

と
思
切
、
廿
四
日
の
寅
刻
ニ
本
城
へ
取
懸
.

午
刻
エ
本
城
へ
莱
入
、
悉
釧
ν
首
候
事
。

一
、
城
中
ニ
石
蔵
を
高
築
、
天
主
を
九
重
=
上
候
之
底
へ

、
柴
田
武

百
計
に
て
相
拘
候
。
城
中
狭
候
之
僚
、
惣
人
数
入
と
み
候
へ
ば
、互

北
ハ
道
具
二
十
d

負
、
死
人
依
ν
在
ν
之
.
惣
人
数
之
中
に
て
兵
を
撰
出
.
天

主
内
で
う
ち
物
計
に
て
切
入
せ
候
へ
ば
、
修
理
も
日
比
武
篇
を
仕

付
た
る
武
士
に
て
候
僚
、
七
度
ま
で
切
市
出
候
と
い
へ
ど
も
相
禦

事
不
ν
叶
.
天
守
之
九
重
目
の
上
へ
ー罷
上
、
惣
人
数
エ
懸
ν
詞
.
修
理
が

腹
の
切
様
見
申
て
後
率
一
一
仕
候
へ
と
申
付
市
、
心
も
あ
る
侍
は
涙

を
案
や
る
に
、
廿
四
日
舟
橋
に
、
廿
五
日
大
型
寺
に
、
廿
六

日
小
松
に
、
廿
七
日
松
任
に
次
し
、
市
し
て
廿
八
日
を
以
て

金
津
城
に
入
り
し
に
あ
ら
やJ
や
と
思
は
る
。
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五
且
二
十
日
口
前
田
利
家
、
前
田
安
勝
に
、
鳳
至
郡
中

居
の
異
清
田
三
右
衛
門
と
争
議
を
醸
し
に
る
小
百
姓
の

慮
分
に
就
い
て
告
ぐ
。

【
中
井
三
右
衛
門
停
書
】

鳳
歪
郡

一
八
一
一

倫
K

わ
ろ

jt
被
ν
成
、
御
に
が
し
候
て
は
不
ν
可
ν
然
候
。
北
九心
得
専

要
候
。
以
上
。
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を
と
ぼ
し
、
鎧
の
袖
を
ぴ
た
し
候
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依
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、
東
西
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そ
と
静
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理
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(
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四
月
廿
六
日
秀
吉
の
隆
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に
興
へ

た
る
書
肢
に
擦
れ

ば
、
廿
五
日
尚
北
庄
に
在
り
た
る
如
〈
、
而
し
て

と
の
文
書

に
撮
れ
ば
同
日
加
賀
に
入
り
た
る
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し
。
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何
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ざ
る
も
、
距
離
と
宿
泊
す
べ
き
市
邑
と
を
以
て
之

五
月
o
m
m
柴
秀
吉
近
江
坂
本
よ
り
、

書
を
在
京
の
前
田

利
家
女
麻
阿
姫
に
奥
ふ
。

【
前
国
家
文
書
】

一

八

一

ニ

F

問
年
〕

F

つ
カ
}

〔
姉
無
)

か
へ
す
ん
¥、
め
う
ね
ん
な
口
大
さ
か
へ
よ
び
候
て
‘
ぢ
ん
た
し

(

一

所

〕

戸

際

}

戸

市

制

〕

一二
ω
と
L

と司よ

い
申
候
ハ
ん
ま
ヘ

め
で
た
が
り
候
ベ
〈
候
。

五

も
じ
へ
も
御
心
へ
候
て
可
v

給
候
。
以
上
。

F

抜
本
)

い
そ
ぎ
其
方
へ
ま
づ
/
¥
参
可
ν
申
候
へ
ど
も
、
さ
か
も
と
ニ
い
申

(
起
江
)

候
て
、
大
ミ
う
ち
の
ち
ぎ
や
う
あ
ら
た
め
さ
せ
、
叉
ハ

し
ろ
ど
も

(
守
)
2
ほ
ら
せ
山
中
候
て
、と

L
も
と
ひ
ま
を
あ
け
候
は
ど
.
大
坂
を
う
け
(是

と
り
候
て
、
人
数
い
れ
ゐ
き
.
〈
に
/
¥
の
し
ろ
わ
り
候
て
、
と
れ

以
後
無
法
カ
)

い
C
む
ほ
う
な
き
ゃ
う
ニ
い
た
し
山
中
候
て
.
五
十
ね
ん
も
〈
に

件
¥
し
づ
ま
り
候
ょ
う

ニ
申
。
け
候
、
占

し
く
。

p<' 

ト
4
h
y
(
m
m
熊
秀
吉
)

ち

〈

ぜ

ん

ま

阿
ま
い
る
御
返
事

(
と
の

消
息
は
秀
吉
自
筆
の
も
の
に
し
て
、
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